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 皆様、御家族お揃いで健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 さて、今年は、国をあげての一大イベント「東京オリンピック・パラリンピ

ック」がいよいよ７月に開会します。アスリートたちが名勝負を繰り広げ、私

たちに大きな感動を与えてくれることを心から期待しています。 

 先日、新しくなった国立競技場もついに竣工し、これから開幕が近づくにつ

れてオリ・パラムードもどんどん高まっていくことでしょう。  

    ところで、今年は「ねずみ年」。漢字では「子」と書きますが、「子（し）」には

「増える」という意味があって「新しい生命が種子の中に芽生え始める」ような

状態を表すともいわれており、まさに十二支の最初にふさわしい年であります。 

   また、子どもをたくさん産むというイメージから、繁栄の象徴として「子年」に

「ねずみ」が充てられたとも考えられているようです（もちろん、諸説あります）。 

 興味深い話ですが、繁栄の年にふさわしく「子年」には株価が上がり、経

済が上向きになるというデータがあるようです。 

 歴史的にも、1960年の池田内閣による所得倍増政策により高度経済成長

が実現したり、1972年の札幌冬季オリンピックの開催で日本中が大いに盛

り上がったりと、明るい話題も多かったようです。 

 「何かが起きる」と言われて、本当に大きな災害が起こってしまった昨年

の「亥年」。56年ぶりの夏のオリンピック開催を契機に、新しい年が災いの

ない、明るく希望に満ち溢れたものとなるよう期待したいものですね。 

 いずれにせよ、皆さんが健康で楽しい毎日をお過ごしいただけるよう、 

今年もコミュニティと公民館が協力して各種事業を推進してまいります。 

 
                

                地域の宝である子どもたちを、安心・安全に育むことができるよう、地域ぐるみで 

               子どもたちを見守る活動を展開していくに当たり、那須塩原市をはじめ、教育委員会、 

               市議会、自治会長連絡協議会とコミュニティ連絡協議会とが、昨年の１０月１７日に 

               「子どもを見守るまち」共同宣言を行いました。 

                今後、地域と行政とがより一層連携を深め、特に登下校時の子どもの見守り活動を 

               推進しながら、地域ぐるみで子どもたちの安全を確保する意識を高めていきます。 

 南地区コミュニティでは、既に昨年度から、南小学校及び南小PTAとの協力体制で 

スクールボランティアの活動の一環として「見守り隊」を組織し、児童の登下校時など 

の見守り活動を展開しています。この活動が、将来にわたって真に効果的に継続できる 

ようにするためには、一人でも多くの皆さん、特に若い世代の皆さんの参加協力が必要 

不可欠です。これからも子どもたちが安心して、元気に過ごせる南地区をつくるため、 

地域の力を合わせていきましょう。 

 

 

 



 

 

 

 

      

 

 

 

  

 

 

 

 公民館の定期利用団体などの皆さんに御協力をいただき、１２月 

２５日（水）に年末の館内大掃除を実施いたしました。 

 当日は、総勢７１人の参加により、館内各部屋や屋外など、日常 

の管理ではなかなか手の届かない場所などを中心にきれいに清掃を 

                   していただきました。 

                    今後も引き続き、多くの趣味のサークル団体や地域団体等にとって、

快適な活動拠点として愛される公民館であり続けられるよう適正な

管理運営を心掛けてまいりたいと思います。 

                    お陰様をもちまして、気持ちよく新年を迎えることができそうです。 

                    御協力いただいた皆さん、大変お疲れさまでした。 

 

                     去る１２月２２日（日）、南コミ福祉部主催の「ミニ門松づくり教

室」が開催されました。 

教室には、２４人の受講生に参加をいただき、講師の渡邊純子先生

の指導のもと、専門業者も使用する本物の材料を使った門松の製作を

行いながら、正月飾りにちなんだ日本の伝統文化を学びました。 

                     開始直後の竹を台座に固定する作業では、不慣れな（？）釘打ちに

少し悪戦苦闘する姿も見られましたが、熟練者の参加もあって受講生

同士が協力しながら、和気あいあいと楽しく作成をしました。 

                     また、門松を作りながら、なぜお正月に松を飾るのか、門松に竹が 

添えられている意味は何か、門松はいつごろから日本の家庭 

で飾られるようになったのかなどの話を聞くことができ、新 

しい知識（明日から早速使えるウンチク）も習得しました。 

 約１時間半の作業で、受講者全員が会心の作品を作りあげ 

ることができ、大満足の教室となりました。 

 多くの参加者から「今後も継続して実施してほしい」とい 

う声も寄せられたことから、南コミ福祉部では、この教室を 

年末の恒例事業として開催したいと考えております。 

 全員が心を込めて丁寧に作成した門松。すばらしい新年を 

迎える準備ができました。 

  

令和２年度の公民館定期利用の希望調査を行っています。調査票は１月３１日までに忘れずに公民館へ

提出してください。また、来年度から新たに定期利用を希望する団体は、早めにお申し出ください。 

●● １～２月の主な行事予定（南コミ・南公民館）●● 

１月１２日（日） 味噌づくり教室 南コミ女性部・家庭教育学級共催 

１月１６日（木） すずらん学級 歴史講話 

１月２５日（土） 和菓子づくり教室 南コミ女性部主催 

２月１日（土） つばめのこ 調理実習及び閉講式 

２月２日（日） ジュニアリーダー講習会 南コミ・南公民館・南子連共催 

２月９日（日） 家庭教育学級 親子工作教室及び閉講式 

２月１３日（木） すずらん学級 調理実習 

２月１６日（日） ウエスカット作業 南コミ福祉部・地域振興部共催 

 


